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情報セキュリティ専門展『Security 2014 Fall』へ出展 
～中堅・中小企業を対象とした MJS ソリューションを紹介～ 

 

財務・会計システムおよび経営情報サービスを開発・販売する株式会社ミロク情報サービス（本社：東

京都新宿区、代表取締役社長：是枝周樹 以下、MJS）は、2014 年 10 月 15 日（水）～17 日（金）まで東

京ビッグサイトにて開催される情報セキュリティ専門展『Security 2014 Fall』へ出展します。 

（http://expo.nikkeibp.co.jp/security/2014/exhibition/#a02） 

 

報道関係者の皆様の当日の取材も可能となっております。取材を希望される方は、次頁の広報担当

まで事前にご連絡の上、お気軽にご来場ください。また、MJS の出展についての告知にご協力いただけ

れば幸いです。 

 

■ 『Security 2014 Fall』への出展について 

個人情報をはじめ、企業の重要な情報を狙うサイバー攻撃は、手口の高度化が急速に進んでおり、

製造・流通・サービス・金融・公共など様々な業種で金銭被害を含む実被害の報告が相次いでいます。

顧客向けのオンラインサービスや、取引先とのサプライチェーン・ネットワークが事業や業務の重要な位

置を占めるようになったため、セキュリティ対策はシステム部門だけではなく全社的な経営課題となって

きました。 

また、東日本大震災以降、BCP（事業継続計画）や BCM(事業継続管理)がより一層注目されるように

なりました。しかし、中小零細企業においては必ずしも検討・導入が進んでいるとは言えません。 

今回、MJSは『Security 2014 Fall』に出展し、大切なデータを安心して、安全で堅牢な複数のデータセ

ンターに簡単バックアップする『MJS セキュアストレージサービス』、「目に見えないデジタルデータ」を可

視化して、安心・安全なペーパーレス環境を実現する『SOXBOX NX』を中心に、ファイアウォール、バッ

クアップ関連のソリューションなどを、中堅・中小企業の IT-BCP/BCMを支援する「応援団」としてご提案

します。 

 

■ MJS の主な提供ソリューション 

『SOXBOX NX』  http://www.mjs.co.jp/support_service/security/soxbox/ 

『MJS セキュアストレージサービス』 

http://www.mjs.co.jp/support_service/security/secure_storage_service/ 

『Galileopt NX-I』  http://www.mjs.co.jp/company/software/galileopt/ 

『MJSLINK NX-I』  http://www.mjs.co.jp/company/software/mjslink_nx1/tabid/638/index.php 

 

■ MJS の出展情報および事前登録について 

http://www.mjs.co.jp/seminar/itproexpo2014/tabid/771/index.php 

 

 

2014 年 10 月 6 日 

株式会社ミロク情報サービス 

（コード番号：9928） 
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■ 株式会社ミロク情報サービス（MJS）について  （http://www.mjs.co.jp/） 
 
全国の会計事務所と中堅・中小企業に対し、経営システムおよび経営ノウハウならびに経営情報

サービスを提供しています。現在、約8,400の会計事務所ユーザーを有し、財務会計・税務を中心とした

各種システムおよび経営・会計・税務等に関する多彩な情報サービスを提供しています。また、中堅・中

小企業に対して、財務を中心としたERPシステムおよび各種ソリューションサービスを提供し、企業の経

営改善、業務改善を支援しています。現在、約17,000社の中堅・中小企業ユーザーを有しています。 

 

 
 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 
株式会社ミロク情報サービス 

社長室 広報･IR 担当 川口・山田 

Tel：03-5361-6309  

Fax：03-5360-3430 

 E-mail：press@mjs.co.jp 
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